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はじめにはじめに

対象と方法対象と方法

• 「精神保健医療福祉の改革ビジョン」では急性期、重度療養
等の機能分化の促進や精神科救急の整備がうたわれている。

• 平成22年4月の診療報酬改定では、急性期治療病棟入院
料や精神科救急入院料の点数が引き上げられている。

• 五稜会病院（193床、以下当院）における急性期医療の現状
について検討したので報告する。

• 平成20年度から22年度までの入院台帳から当院に入院した
患者の転帰、急性期治療の課題等について検討した。

• 当院は急性期病棟(38床）の他にｽﾄﾚｽｹｱ病棟(48床）を有す
る。この病棟では入院期間を原則3ヶ月と決め、新規入院者が
殆どで入院期間でみると急性期治療を行っている。
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当院における入院患者当院における入院患者（平成（平成2020--2222年度の年度の33年間）年間）
1病棟：療養（開放） 2病棟：急性期 3病棟：療養（閉鎖） 5病棟：ｽﾄﾚｽｹｱ病棟

• 年間600人、新規9割弱、20歳未満増加、高齢者少ない。
• 急性期とｽﾄﾚｽｹｱ病棟で４割ずつ、非自発入院3割強

病棟別入院者内訳
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在院者の入院期間別うちわけ在院者の入院期間別うちわけ 平成平成2323年年11月末月末

• 入院期間では30日以内が2割、90日以内の急性期患者が4割を占める。
• 1年以上の入院者は3割である。病床は20以上空いている。

170人/193床
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病棟間移動（転棟者）病棟間移動（転棟者）

• 病状により急性期病棟からｽﾄﾚｽｹｱ病棟、開放病棟⇒閉鎖病棟間の移動
• 病棟の特性を利用しての治療構築、病状改善のｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟに繋がる。
• 転棟、移動の不便・煩雑さ、手続きの手間、転棟後の病状不安定。
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入院者の退院・転帰入院者の退院・転帰
平成20年1月～22年12月31日までの

入院者の入院期間（平成23年1月31日時点）

• 入院者の8割は90日以内に退院する。2病棟では7割強、5病棟では8割である。
• 90日以内に退院が出来なかった患者は入院回数が多い、F2、非自発入院が多い。

急性期病棟の区分別入院期間

新規入院

90日以内退院
者503名と

90日超171名
の比較分析
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救急当番（輪番制）と時間外受診救急当番（輪番制）と時間外受診

平成20年～22年度

輪番制の救急当番での実績

平成22年度

時間外電話相談・時間外受診・救急車

• 精神科救急（輪番制）は月1回程度、外来者は1人強、入院は年に3-5人である。
• 時間外の電話相談が1日数件ある。時間外受診者は年に170名、救急車来院80件。 www.goryokai.comwww.goryokai.com

精神科救急入院料（ｽｰﾊﾟｰ救急）精神科救急入院料（ｽｰﾊﾟｰ救急）

• 五稜会病院では急性期病棟を救急病棟に準じて運用
• ｽﾄﾚｽｹｱ病棟は急性期治療病棟とほぼ同様（隔離室の有無の違いのみ）
• 急性期と救急病棟の入院料の大幅な違いは何か。治療に差があるのか。
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考察考察

• 精神科急性期医療の定義は何か。救急との違いは。
– 入院期間、新規入院、時間外、入院形態だけで判断

• 開放病棟でも閉鎖病棟以上の労力がある。
– ｽﾄﾚｽｹｱ病棟での患者対応、開放病棟での無断離院のﾘｽｸ

• 急性期医療では病状によって病棟間移動が多くなり、
病状変化や手続き上の煩雑さがある。

• 救急病棟と急性期病棟での診療報酬上の格差
– 治療内容にそれ程の違いがあるのか。

まとめまとめ

• 当院での精神科急性期医療の現状を報告した。

• 人的な労力に合致した診療報酬の見直しが必要。


